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株式会社 HIPUS（本社：東京都千代田区、取締役社長：浅海 清、以下：HIPUS）と株式会

社 Resilire（本社：東京都港区、代表取締役社長：津田 裕大、以下：Reslire）は、Reslire

が運営する法人向けサプライチェーンリスク管理プラットフォーム「Resilire（レジリ

ア）」の販売代理店契約を締結しました。 

 

HIPUS では、「Reslire」の販売を 2022 年 4 月 1 日から開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【背景】 

サプライチェーンは経済活動のグローバル化に伴い、国境を越えて構築され、益々、複雑

化しています。このようなサプライチェーンの広域化や複雑化に対し源流管理が行き届か

ない中、昨今は、気候変動による国内・海外での大規模な自然災害発生、コロナ禍におけ

るロックダウン、アジア地域での大規模停電による工場停止など、サプライチェーン上で

インシデントが急増している為、発生都度、納期調整や代替品の確保など、リカバリ対応

に追われている状況です。企業はこのようなサプライチェーンリスクの顕在化に強い危機

感を抱いており、企業の重点対策として取り組むことが急務となっています。 

 



今回、販売代理店契約を締結したサプライチェーンリスク管理プラットフォーム

「Resilire」は、サプライチェーンネットワークのクラウド環境を通じて、平時のサプライ

チェーン管理から、インシデント発生時には迅速なサプライヤ影響範囲の特定と被災状況

の把握までを効率的に実施できる為、初動対応の早さによるサプライチェーン上の調達影

響を最小化するサポートが行えます。 

 

「Resilire」導入においては、サプライチェーン上のサプライヤ管理を実施している調達部

門やリスク管理部門による推進が不可欠となりますが、調達実務を経験しており、また調

達専門のコンサルタントを有する HIPUS がサポートいたします。 

 

【Reslire - HIPUS 導入サポートメニューについて】 ※詳細はお問合せください 

◆基本メニュー 

 ①Reslire 導入サポートサービス 

❖ Resilire ライセンス販売 

❖ Resilire 導入サポート 

o データ収集、設定サポート 

o トレーニングサポート 

❖ Resilire 導入説明サポート 

o 社内説明会サポート 

o サプライヤ説明会サポート 

※ 導入後のヘルプデスクは、Resilire 社のヘルプデスクサービスをご利用頂けます 

◆オプションメニュー 

 ②コンサルティング（Resilire 導入前の意思決定等をサポート） 

❖ Fit & Gap（現状の業務と Reslire 導入後の業務変化整理） 

❖ Resilire トライアル（シナリオ作成、トライアル・評価サポート） 

❖ Resilire 費用想定、効果想定まとめ 

 

③オペレーション BPO（Resilire 導入後のオペレーション代行） 

❖ 例① サプライチェーン/サプライヤ情報管理代行 



❖ 例② 有事のサプライヤ影響調査代行 

❖ 例③ 平時のサプライヤ実態調査代行 

 

【Reslire について】  

Resilire が提供するサプライチェーンリスク管理プラットフォーム「Resilire」は、サプラ

イチェーンデータや拠点データ、リスクデータをひとつのプラットフォームで管理できる

サービスです。https://corp.resilire.jp/ 

 

 

 

【本件に関するお問合せ先】 

◆株式会社 HIPUS 

Consulting & Solution Dept. 

藤瀬 智央 

Mail: tomohiro.fujise@hipus.com 

 

https://corp.resilire.jp/
mailto:tomohiro.fujise@hipus.com


◆株式会社 Resilire 

津田 裕大 

Mail: info@resilire.jp 
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